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はじめに
　1972 年にストックホルムで開催された国際連合人
間環境会議に代表されるように、環境問題は国際社会
において取り上げられて久しく、政治、経済、産業、
社会など、あらゆる局面において議論されている。そ
れは図書館界においても例外ではなく、国際図書館連
盟の年次総会において、環境問題や持続可能な社会な
どがテーマとして頻繁に取り上げられている（1）。
　このような背景の中、現在図書館の諸側面において、
環境を意識した様々な取組みが進められており、それ
らは「グリーンライブラリー」という概念として徐々
に一般的なものになりつつある。本稿では、グリーン
ライブラリーにおいて先進的な米国および、日本につ
いての事例を紹介する。

1. グリーンライブラリーとは
　グリーンライブラリーとは、1990 年代初頭から認
識され始めた概念で、2003 年頃に米国の図書館界で
広く取り上げられるようになったと言われている（2）。
　狭義のグリーンライブラリーは、建築物それ自体が
環境に配慮したもの、すなわちグリーンビルディング
である図書館をあらわす。グリーンビルディングとは、
立地、設計、建設、運営、維持管理、改修、解体にお
よぶライフサイクル全体を通じて、環境に配慮した、
資源効率に優れた建築物のことで、自然環境のみなら
ず、人間の健康や生産性への影響までも考慮されたも
ののことをいう（3）。グリーンビルディングであること
は、後述する環境性能評価システムにより認証を受け
ることで保証される。
　広義では、建築物それ自体の機能だけでなく、サー
ビス運営における環境負荷削減への取組みや、地域コ
ミュニティの環境活動への積極的支援など、グリーン
な活動を行っている図書館もグリーンライブラリーと
理解できる（4）。本稿では後者の意味でのグリーンライ
ブラリーについても取り上げることとする。

2. 環境性能評価システム
　1990 年に運用を開始した英国の BRE	Environmental	
Assessment	Method（5）（BREEAM）に続いて、米国で
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は1996年にLeadership	in	Energy	and	Environmental	
Design（6）（LEED）が誕生した。また日本では 2001 年
に建築環境総合性能評価システム（7）（Comprehensive	
Assessment	 System	 for 	 Bui l t 	 Environment	
Efficiency：CASBEE）が誕生した。その他、カナダ
の LEED-Canada（8）やドイツの DGNB（9）など世界各国
で独自の評価システムが誕生している（10）。環境性能
評価システムにはそれぞれ独自の評価基準が設定され
ているが、共通する特徴として以下がある（11）	（12）	（13）。

①立地、エネルギー効率、水、大気、材料、室内環
境、健康、快適性、サービス性能など様々な項目
を設定し、総合的・多角的な観点から環境性能を
評価する。

②各評価項目を点数付けし、総合得点によって、建
物の環境性能のランク付けをする。

③新築の建物を評価する、既存の建物を評価する、
建物の改修を評価するなど、プロジェクトの条件
や目的に応じた数種類の評価ツールが用意されて
いる。

④評価結果が第三者に対して明示される。

3. 米国におけるグリーンライブラリー
3.1 米国におけるグリーンライブラリー建築の事例
　米国内の図書館建築について、LEED 認証で高評価
を得ている、建築賞を受賞しているなど、建築界でそ
の環境建築技術が高く評価されている事例を以下に挙
げる。

① Lake	View	Terrace	Library
　2003 年に開館したロサンゼルス公共図書館の分館
Lake	View	Terrace	Library は、LEED-NC（New	
Construction：新築部門）において最高認証ランクの
プラチナ認証を受けた、米国内で最初の図書館である。
プラチナ認証の取得は厳しく設定されており、LEED
全認証件数の約 6％にすぎない（14）。また、2004 年の
米国建築家協会が選定するグリーンプロジェクトの
トップテンにも選出されている（15）。
　建物の構造外壁には、100 年の耐久性で設計され
たコンクリート組積ユニットを採用している。また、
60％以上の建築資材を建築現場から 500 マイル以内の
範囲から調達し、リサイクル建材を 15％使用するな
ど、資源面でも工夫している。エネルギー効率におい
てもカリフォルニア州基準より 40%以上もの高効率
を達成している（16）。

② Council	Tree	Library
　Council	Tree	Library はコロラド州フォート・コリ
ンズのプードルリバー公共図書館の分館で、ショッピ

ングセンター Front	Range	Village の二階に建築され
た。2009 年 に LEED-CI（Commercial	 Interiors： 商
業ビル内装部門）においてプラチナ認証を受けてい
る。これは公共図書館としては米国内で二番目、商用
施設内の図書館としては米国内で初めてのプラチナ認
証であった（17）。26％の照明電力の削減、55％の節水、
85％のサステナブル認証木製品の使用、92％の建築廃
材リサイクル、21％の再生材の使用、97％のエネル
ギースター（18）認定機器の使用を達成している（19）。

③ Franklin	Avenue	Library
　Franklin	Avenue	Library は、アイオワ州のデモイ
ン公共図書館の分館で、2011 年に既存の面積をほぼ
倍増する約 14,000 平方フィートの大規模な増築を終
えてリニューアルオープンした。2012 年にアイオワ
州の公共図書館では初となる LEED-NC のプラチナ認
証を受けている。屋根には一日平均で約 50KW の発
電能力を持つ太陽光発電システムを採用し、また加熱
負荷量の約 85％を供給可能な太陽熱吸収蓄熱システ
ムを備えることで、ボイラーの使用電力を最小限に抑
えている。インテリアには低密度照明や二重窓を採用
し、建物の外観は自然を活かした造園で景観にも配慮
している（20）。
　なお、2012 年 12 月時点までの米国図書館におけ
る年別 LEED 認証件数を見ると図 1 のように推移し
ている。2000 年から 2012 年までの期間で、図書館
建築は合計 356 件が、全建築物では合計 15,411 件が
LEED 認証を受けている。また、ランク別 LEED 認
証件数の割合（件数）を見ると図 2 のようになる。プ
ラチナ認証の取得は全体の 5％（18 件）のみであり、
非常に困難であることがうかがえる。本稿で取り上げ
たのはこのうちの 3 事例である。

図1　LEED認証システムにおける図書館建築の年別認証件
数推移 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

出典：Green	Building	Councilのウェブサイトに掲載されている
情報を基に筆者作成（21）。
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3.2 米国におけるグリーンライブラリー活動の事例
　米国の公共図書館や大学図書館において、グリーン
ライブラリー活動が近年盛んになってきている。
　2002 年にミシガン州のアナーバー地域図書館は

“Sustaining	Ann	Arbor:	Think	Globally,	Act	Locally”
をコンセプトに、１か月にわたる持続可能性に関す
るプログラムを開催した。プログラムでは代替燃料車
の展示会や、地元の建築家による環境に配慮した景観
設計に関する講演、野生生物の生態をテーマにした家
族向けの人形劇、市民と市職員を交えたパネルディス
カッションなど様々なイベントを行っている（23）。
　シカゴ公共図書館では、2008 年に“Read	Green,	
Live	Green”という夏の読書プログラムを開催し、環
境問題や持続可能な社会に関する文献を紹介すること
で、読書を通じてシカゴ市民が環境を学ぶ機会を提供
している。
　また、フロリダ州のウィンターパーク公共図書館は
米国の自然保護団体であるシエラクラブ（24）の支部と
共同で“Going	Green	Fair”を 2008 年に開催している。
地元の電器店や Costco、Whole	Foods	Market など
の大規模小売店を含む 28 以上の企業がスポンサーと
して参加し、環境保全に取り組む製品やサービスを紹
介している（25）。
　いずれも図書館が様々なイベントを通じて、地域に
環境保全に関するメッセージを発し、環境意識を高め、
持続可能な地域コミュニティ作りを牽引している事
例と言える。「図書館による持続可能な地域コミュニ
ティの構築」については 2000 年前後から論じられて
いる（26）	（27）が、その契機のひとつとして、1999 年に U.S.	
Agency	 for	 International	Development（USAID）、

米国図書館協会（ALA）ならびに Global	Learning,	
Inc. によって共同で立ち上げられた、Libraries	Build	
Sustainable	Communities（LBSC）プロジェクトが挙
げられる（28）。グリーンライブラリーは地域コミュニ
ティにおいて環境活動の核となりつつある。
　環境情報の発信という側面でみると、マサチュー
セッツ州のケンブリッジ公共図書館が市民ネットワー
クセンターと共同で、持続可能な情報ネットワーク
を開発し、インターネットおよび地図情報システム

（GIS）を通じて有益な都市情報や環境情報を市民に
対して公開している（29）。これは市民に対して需要の
高い情報を提供するという、図書館本来の役割の延
長線上に環境という要素をプラスした一例と言える。
また、カリフォルニア大学ロサンゼルス校図書館は、
1994 年から学術雑誌“Electronic	Green	Journal”を
発行している。環境保全・保護、天然資源の適正な管
理、生態系に配慮した地域開発などの、環境情報を発
信することを目的とした専門雑誌で、査読論文をオー
プンアクセスで公開している（30）。

3.3 グリーンライブラリーをつなぐ組織
　以上のようにグリーンライブラリー活動を行ってい
る図書館の事例を挙げたが、米国の図書館界におい
ては、それら個々の図書館を支え、結びつける組織
が力を示している。ALA の下部組織である The	Task	
Force	on	the	Environment（TFOE）（31）が代表的で（32）

米国図書館界のグリーンライブラリー活動において
中心的な役割を果たしている。TFOE は ALA の内部
小委員会の一つである社会的責任ラウンドテーブル

（SRRT）（33）の一会議体として 1989 年に誕生し、1990
年以降 ALA 年次総会、ALA 冬期ミーティングにお
いて様々なグリーンライブラリーに関するプログラ
ムを展開している（34）。例えば 2001 年の“Sustaining	
Libraries	for	the	Future:	Energy	Efficiency,	Friendly	
Buildings,	and	Libraries'	Sustainability”では、エネ
ルギー効率が高く省資源な図書館施設の建築設計・維
持管理の実践的ガイドラインについて提言がなされて
いる。また、2008 年にフィラデルフィアで開催され
た ALA 冬期ミーティングでは、“Cup	by	Cup”キャ
ンペーンを行っている（35）。“Cup	by	Cup”とは、会
議参加者に携帯型マグカップや水筒を持参することを
推奨するキャンペーンで、約 10,000 人の会議参加者
分の使い捨てカップを節約するとともに、65,000 人以
上の ALA 会員に対して環境問題への意識を高める効
果を生み出している（36）。
　このように、TFOE は様々な活動を通じて、図書
館員の環境意識を高め、キャリアアップやスキルアッ
プを図り、図書館員や図書館間のネットワーク作りを

図2　LEED認証システムにおける図書館建築のランク別認
証割合（件数）  　　　　　　　　　　　　　　

出典：Green	Building	Councilのウェブサイトに掲載されている
情報を基に筆者作成（22）。
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支援している。TFOE のような組織の存在が、グリー
ンライブラリーにおいて米国を先進たらしめていると
言えよう。

4. 日本におけるグリーンライブラリー
4.1 日本におけるグリーンライブラリー建築の事例
　日本国内の図書館建築について、CASBEE で高評
価を得ている、建築賞を受賞しているなど、建築界で
その環境建築技術が高く評価されている事例を以下に
挙げる。

①福山市まなびの館ローズコム
　福山市まなびの館ローズコムは、広島県福山市の中
央図書館を中核とした、市民の生涯学習及び交流の拠
点となる複合施設として 2008 年に開館した（37）。
　公園と閲覧室の境界に井戸水を利用した水盤を設
け、夏場のクールスポット形成を図るとともに、建
物と公園を繋ぐランドスケープデザインを実現して
いる。また、水盤吹走空気を自然換気や水盤下部に
配置したクールヒートチューブへ取り入れ、省エネル
ギーにも活用している。さらに各階に設けた大庇によ
り、直達日射を遮蔽し、拡散光を室奥まで導く省エ
ネルギー効果を得ている。CASBEE による評価では、
BEE=3.5 の「S ランク」の評価を得ている（38）。環境
技術が評価され、建築環境・省エネルギー機構の第 4
回サステナブル建築賞（2011）などを受賞している（39）。

②岡山県立図書館
　岡山県立図書館は、県域の教育・文化の拠点となり、
県民の豊かな生涯学習社会を支援していくための施設
として計画され、2004 年に開館した。
　自然エネルギーの利用や省エネルギー手法として、
定格発電量 100KW の太陽光発電、水盤と噴水を利用
した吸収式冷温水機の放熱システム、開架閲覧室の自
然通風換気システム、昼光利用制御、地中熱により取
入外気の予冷予熱を行うクールアンドヒートピットな
どを採用している。また、日射量による開架閲覧室の
電動ブラインド自動制御や、高遮熱 Low-e 複層ガラ
ス窓による日射負荷の削減、水盤の補給水や便器洗
浄水への雨水利用など、省エネルギー、省資源、ラン
ニングコストの低減を図っている（40）	（41）。環境技術が
評価され、2007 年に空気調和・衛生工学会の第 21 回	
技術振興賞を受賞している。

③国立国会図書館関西館
　2002 年に開館した国立国会図書館関西館は、年々
増加する図書館資料の収蔵スペースを長期的に確保
し、21 世紀の高度情報化社会における需要に対応す

るとともに、関西の大型情報提供施設としての機能を
果たすことを目的に設立された（42）。自然光の積極的
な取り入れと、照度センサーによる自然光と人工光の
バランス制御で照明エネルギーの省力化を図るととも
に、延床面積約 60,000㎡の大規模な施設ボリュームの
うち 60％を占める書庫を地下に集中配置することで、
建物全体の熱負荷を抑制している。また、ヒートアイ
ランド現象を緩和するために、建物・敷地の緑化を行っ
ており、敷地に対する緑化率は 49.2％、建物に対する
緑化率は 82.6％に達している。CASBEE- 新築による
評価は BEE=3.9 の「S ランク」、CASBEE-HI（ヒー
トアイランド）による評価はBEEHI=2.7の「Aランク」
の評価を得ている（43）	（44）	（45）。

4.2 日本におけるグリーンライブラリー活動の事例
　日本国内の図書館においても環境活動や持続可能な
社会に関する様々な取組みが見られる（46）。本稿では
特に「環境」というコンセプトを強く押し出し、活動
を積極的に PR している事例を 2 件紹介する。
　宮崎県立図書館は「みどりの図書館」というコンセ
プトのもと「みどり」に関する情報発信を行っている。
宮崎県立図書館は 2006 年 3 月策定の宮崎県環境基本
総合計画（47）において、宮崎県環境情報センターと共
に、「環境保全のために行動する人づくり」を目指し、
幅広い県民の環境学習ニーズに応えられるような環境
学習の拠点として位置づけられた。閲覧室内に環境学
習に関する窓口とコーナーを設け、環境講座の開催、
みどりの企画展の開催、みどりのセミナーの開催、森
林・環境ボランティア団体等への支援、学校等におけ
る環境学習への支援など幅広い環境学習事業を展開し
ている（48）。
　また、信州大学附属図書館では、所蔵する環境関連
資料をキーワードや「地球温暖化」「オゾン層」「環境
法」などの件名から検索することができる環境関連資
料検索を学内外に提供している。蔵書は学内の利用者
だけでなく、一般の利用者も来館または図書館間貸出
しにより利用が可能である。環境をテーマにした展示
会やシンポジウムも開催しており、2008 年には「沈
黙の春」で有名な作家レイチェル・カーソンを取り上
げた、「レイチェル・カーソン展」を開催している。
同展示会は、2009 年 1 月に清泉女学院大学図書館、
2010 年 6 月には下諏訪町立図書館と巡回開催されて
おり、他の図書館との連携協力も図られている（49）。

おわりに
　グリーンライブラリーという発想は、持続可能な社
会づくりに対して、図書館には、図書館員には、何が
できるか、また何をすべきか、というところから始まっ
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ている。環境性能評価システムで認定を受けたグリー
ンビルディングな図書館建築が増え、各種の環境プロ
グラムにより知識を蓄えた図書館員が、地域コミュニ
ティに対して情報発信していく、という動きが広がり
つつあるのが現状であろう。日米を比較すると、日本
には TFOE 等に該当するような、明確に環境面で図
書館界を牽引する組織は筆者の知る限り存在せず、そ
の面において日本はやや立ち遅れている感がある。米
国においてはそれら組織が、個別の図書館の活動を支
え、有機的に機能している印象を受ける。日本におい
てグリーンライブラリーという概念が今一層一般化
し、グリーンライブラリー活動が実質的に充実してい
くためには、その舵取りを担うべき組織が誕生し、役
割を果たしていくことが必要となるだろう。
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